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研究成果概要 

【大気ニュートリノ振動におけるニュートリノ非標準相互作用の探索】 

大気ニュートリノ３世代振動に、ニュートリノ非標準相互作用の効果を取り入れた解析

により、非標準相互作用によるニュートリノ振動への効果を探索したが、有意な違いは

見つからず、非標準な相互作用の大きさについて新たな制限を得た。これまで、SK1 で

の大気ニュートリノデータを用いた解析により、非標準相互作用の解析が行われていた

が、３世代１質量差近似でのニュートリノ振動を仮定した解析であった。今回の解析は

完全な３世代振動を導入した初めての解析結果であり、これまで感度がなかった非標準

相互作用チャンネルにも新たに制限を与えることができるようになった。この結果は、

名古屋大学ーエジンバラ大学共同学位プログラムでの初めての学位論文となった。 

 

【大気ニュートリノフラックスモデルの精密化】 

本田により開発されてきた大気ニュートリノフラックス計算プログラムの精密化、高度

化を引き続き行った。本年度は、NA61, NA56 などの異なるビームエネルギーでの加速

器実験で得られたハドロン生成データを組みあわせて、DPMJET などの宇宙線ハドロ

ン生成モデルでのパイ中間子、K 中間子、核子の生成スペクトルを補正する手法を確立

した。これに補正に基づいて HONDA モデルの手法で大気ニュートリノフラックスを求

め、従来のモデルとの差はおよそ５％程度で、これまで見積もられてきた系統誤差の範

囲内に収まるだろう、との結果を得た。 

 

【ミューオンニュートリノ・反ニュートリノ弁別手法の開発】 

前年度に開発された、ミューオン寿命や崩壊電子数、中性子数などを用いたミューオン

ニュートリノ・反ニュートリノ弁別手法について、機械学習の手法を導入し、識別性能

の向上をはかった。 
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